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地  域 丹波 日 付 9/27（日） 人 数 11 人 

参加者 シリ丹バレーキックオフミーティング参加者など（若手事業家） 

主な意見 

（移住者の受け皿整備の必要性） 

・丹波は移住したくてもすぐに住戸が売れてしまう。アパートの建築が進んでいるが、

年配の人が大きな家を手放してアパートに住んでいる状況。IT 人材など、ターゲッ

トを決めて 3〜5年間安く住める県営住宅を整備してはどうか。 

（醸造職人を守る保障制度の必要性） 

・醸造職人は季節労働。冬しか稼げない。職人を守るには保障制度の充実などが必要。 

（学びにおける「楽しむ」を評価） 

・イギリス人は英単語をイラストで楽しく覚える。子供が楽しんでいるということを評

価の対象とすべき。 

・子供にとって選べることが大事。例えば子供に好きな色、大きさの画用紙を選べるよ

うにすることなどで、子供の意識が全然違ってくる。 

（五国の多様性が武器となる多拠点生活） 

・多拠点で生活しているが、地域が違うと風土が違う。五国の多様性を感じる。 

（大学と地域との連携の重要性） 

・大学と地域との連携（神戸大学）で地域に入りやすくなっている。夏休みにプライベ

ートでカフェに来たりする。 

（「マーケットがしやすい県」になるための規制緩和） 

・保健所の規制を緩和し「マーケットがしやすい県」となれば遠方でからでも選ばれる。 

（バイオマス発電に本気で取り組む） 

・バイオマス発電に本気で取り組めないか。建材とチップと山をデータ化して稼げるこ

とを示し、山に入る人を増やしていかないといけない。 

 


